
京
都
大
学
図
書
館
蔵
「
長
恨
歌
井
琵
琶
行
」
の
訓
点

一
'
は
じ
め
に

京
都
大
学
国
訴
釦
戒
(
船
橋
家
旧
蔵
)
「
長
恨
歌
升
班
班
行
」
は
'
そ
の
炎
出

に
'
次
の
よ
う
に
あ
る
。

天
文
十
二
年
八
年
吉
十
六
日
於
万
-
1
<

e
n
^
7
路
K
-
S
姦
譜
」
環

翠
軒
宗
尤
」

E
・
ナ
'
一
¥
-
l
l
-
c
:
:
'
i
t
・
:
い
‥
・
.
.
'
‥
仏

名
一
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
所
謂
「
抄
物
」
の
1
つ
で
'
本
文
は
八
行
'
カ
ナ
抄
は
二
行
刑
へ

十
六
行
で
あ
る
。
本
文
に
は
'
ヲ
コ
ト
点
'
片
仮
名
、
声
点
そ
の
他
の
祁
助
符

号
お
よ
び
朱
引
が
見
ら
れ
る
。

本
調
査
で
は
、
抄
の
部
分
は
除
外
し
て
'
本
文
に
付
さ
れ
た
'
こ
れ
ら
の
訓

点
に
限
っ
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
テ
キ
ス
-
は
、
国
田
百
合
子
氏
舶

「
長
恨
歌
・
斑
召
行
行
抄
」
(
武
蔵
野
古
院
)
に
よ
っ
た
。

二
へ
京
都
大
学
図
書
館
蔵
本
の
訓
点
に
つ
い
て
の
問
題
点

京
都
大
学
図
書
館
蔵
本
の
訓
点
に
つ
い
て
の
問
題
点
と
し
て
、
次
の
二
つ
の

こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。

㈹
京
都
大
学
図
譜
鉛
成
木
(
以
下
「
京
木
」
と
略
称
)
と
阪
本
龍
門
文
川

宇
　
都
　
宮
　
陸
　
男

本
「
山
根
歌
井
先
哲
行
」
(
以
下
「
阪
本
」
と
略
称
)
と
の
訓
点
の
類
同
性

に
つ
い
て
の
論
証
。

㈲
　
京
本
の
訓
点
と
阪
本
の
訓
点
と
の
相
述
す
る
点
に
つ
い
て
へ
そ
の
類
火

の
指
摘
と
そ
の
意
味
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
察
。

ま
ず
'
経
の
間
脳
点
を
塑
ら
か
に
す
る
た
め
に
'
京
木
の
訓
点
を
'
「
仙
木
」

(
「
仙
本
」
と
は
、
大
理
図
書
船
蔵
仲
恩
撃
室
町
期
写
本
∧
以
下
「
天
本
」
と
略

称
>
'
内
閣
文
純
減
大
止
五
咋
写
本
∧
以
下
「
内
木
」
と
略
称
∨
お
よ
び
三
条

西
家
蔵
正
宰
布
写
本
∧
以
下
「
三
本
」
と
略
称
∨
を
さ
し
て
い
る
。
天
本
と

内
本
は
前
述
の
田
田
氏
桁
に
掲
載
の
も
の
'
三
本
は
-
r
¥
-
披
讃
店
刊
「
文
学
」
第

二
巻
第
六
班
に
掲
載
の
も
の
で
あ
る
0
)
の
訓
点
と
比
佼
し
て
、
京
本
の
独
白
な

訓
点
を
抽
山
し
'
そ
れ
を
阪
本
の
当
該
倍
所
の
訓
点
と
比
較
し
て
み
る
こ
と
に

し
た
。
す
る
と
山
以
木
の
独
白
な
訓
点
は
殆
ど
全
て
擬
木
の
訓
点
と
1
致
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
3
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
を
次
の
よ
う
に
'
八
種
に
分
類
し
て
'

そ
れ
ぞ
れ
比
較
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
(
川
例
は
京
木
の
も
の
で
'
挙

例
は
'
二
～
三
例
ず
つ
に
止
め
る
。
)
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.

 

'

~

y

カ
ッ
コ
内
の
牧
字
は
京
本
の
真
数
。
以
下
間
)

-
キ
　
ッ
,
γ
ソ
　
z
 
c
　
ソ
T
]
　
(
サ
C
 
n
ト
セ

①
　
説
-
出
　
心
-
中
　
州
・
限
　
n
]
　
(
間
)

l
。
i
^
^
b
m
b
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
t
^
^
e

阪
本
「
無
-
朋
」
へ
大
本
「
鰯
レ
限
」
、
内
木
「
無
限
」
。
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ソじ
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'
1
'
.
上
.
'
.
 
'
.
!
-
'
'
-
'
'
-
'
"
.
.
"
に
　
　
　
∵
'

応
接
「
ソ
コ
バ
ク
」
と
訓
読
す
る
の
は
、
意
訳
的
訓
読
方
法
と
し
て
古
訓
法
に

か
な
っ
て
い
る
o

f
T
ノ
ナ
カ
に
c
~
o
〆
　
タ
メ
レ
-
か
　
そ
　
キ

心
、
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'
-
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、
汁
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L
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サ

.

4

<

蝣

阪
本
「
華
中
」
、
天
本
「
就
レ
中
」
へ
内
木
「
就
中
」
。

こ
の
例
も
㊥
の
例
に
準
じ
て
孝
h
J
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
 
'
-
 
*
-
*
'
.
'
-
1
‥
　
　
　
　
り
I
に
t
　
　
へ
.
>
'
*
<
t
:
:
;

'
　
　
　
　
K
*
-
+
.

①
　
小
事
二
・
人
]
字
玉
H
ハ
　
(
1
)

(
あ
さ
)
チ

阪
本
「
宇
　
」
へ
天
木
・
内
木
「
字
」
へ
三
木
「
名
ハ
」
。

イ
タ
イ
テ
　
　
　
　
　
　
ハ
　
サ
・
1
カ
タ
セ
リ
　
を

い
‥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
[
'
-
.
'

イ

タ

イ

テ

　

　

　

　

　

チ

阪
本
「
抱
」
へ
天
本
「
抱
」
'
内
木
「
抱
」
。

リ

ツ

の

　

　

　

シ

・
T
j
　
∴
ハ
-
.
v
-
 
-
約
-
i
r
¥
舞
1
瑚
-
」
]
.
(
聖

リ

グ

ノ

　

　

　

　

　

　

′

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

阪
本
「
六
-
官
」
'
大
木
「
六
-
宮
」
、
内
木
「
六
　
」
へ
三
木
「
六
宮
」
o

挙
例
は
三
例
に
止
め
る
が
、
右
の
よ
う
に
'
京
木
と
挺
木
の
訓
点
の
共
通
性

と
'
且
つ
他
木
と
の
和
迩
が
型
り
か
に
な
る
と
思
う
。

、
　
　
　
　
　
　
　
言
　
　
　
　
∴
'
∵
、
∴
.
/
,
サ
/
-
-
1

d
:
元
　
由
　
L
l
<
K
9
t
I
は
f
S
S
　
迫
　
T
S
田
U
P
W
J
I
g

〔
コ
・
L
・
〕
①
　
唱
-
相
　
関
-
噺
　
難
レ
篤
レ
恥
　
(
-
)

十

K

.

p

.

~

　

　

　

　

　

4

γ

阪
本
「
爪
」
'
天
本
・
内
木
「
篤
」
.

n

グ

y

て

　

　

オ

モ

ヒ

ア

リ

∴
　
　
小
　
　
、
　
汁
-
"
'
-
"
蝣
-
-
'
・
　
　
川
一

嗣

[

V

I

S

阪
本
「
思
　
」
'
大
木
・
内
木
「
思
」
。

シ

て

　

　

　

シ

ヌ

I

:

二

巾

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

'

蝣

1

:

1

.

 

'

.

X

　

　

　

　

　

†

f

i

t

*

り

阪
本
「
凝
-
把
」
、
大
木
「
湖
　
紐
」
、
内
本
「
擬
絶
」
。

丁
′
′
ニ
t
,
.
.
B
.
.
.
-
.
ス
こ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
ォ
H
バ

〔
ク
マ
フ
〕
◎
　
御
-
宇
　
　
　
　
　
多
-
年
求
　
不
レ
得
　
(
朋
)

玉
ハ

収
木
「
得
　
」
へ
天
木
・
内
木
「
得
」
、
三
本
「
将
」
。

_

二

　

　

ヒ

　

v

-

>

　

与

十

_

リ

〔
リ
〕
①
　
十
三
　
甲
-
得
斑
-
召
一
成
　
(
a
)

〓

ナ

セ

リ

　

　

　

　

レ

1
関
本
「
成
」
'
天
木
「
成
」
へ
内
木
「
成
」
。

n
ソ
ホ
イ
　
て
　
グ
ネ
(
I
)
　
レ
ク
>
　
　
　
ほ
　
ネ
タ
マ

〔
タ
リ
〕
①
　
敗
-
成
　
柘
　
被
二
　
秋
-
娘
妬
一
(
間
)

レ

事

>

　

　

　

　

ル

恢
木
「
被
」
へ
大
木
「
被
」
、
内
本
「
被
」
。

キ
ツ

〔
ツ
〕
①
　
説
・
舶
二

ク
グ
ッ
　
の
　
の
　
ソ
r
L
バ
ク
の
t
t
蝣
*
-
を

心
-
中
　
無
-
限
c
t
　
(
5
)

ほ

[

M

J

a

抱

阪
本
「
説
-
出
」
'

ニ

5

X

ォ

^

3

3

天
木
「
説
二
尺
」
'
内
本
「
説
去
,
巴
〇

二

㌢
て

〔
‥
こ
(
」
.
衣
-
駁
約
-
y
,
^
t

S
3
3

阪
本
「
擬
-
細
」
'

s
i
r

絃
擬
-
把
　
(
E
)

キ
F
ウ
セ
ツ

大
本
「
湖
紐
」
、
内
本
「
凝
粒
」
。
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/
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C

<

蝣

蝣

つ

'

凡

∴

　

　

　

　

　

　

与

‥

∵

-

蝣

　

I

,

.

'

ツ

タ

ル

　

　

　

　

　

　

　

ラ

ン

取
木
「
作
」
へ
大
木
・
内
木
「
作
　
」
。

こ
の
例
だ
け
は
、
例
外
的
に
'
天
木
・
内
木
に
推
l
叫
川
助
動
詞
「
ソ
」
が
あ
る

の
に
'
京
木
・
阪
本
に
は
見
ら
れ
な
い
O

に
は
　
ナ
・
蝣
s
　
　
　
　
<
蝣
　
ノ
チ
に
は

I

 

I

'

,

小

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

I

2

1

-

二

　

　

　

　

　

　

　

　

メ

　

　

　

　

　

　

　

　

△

ハ

阪
本
「
後
」
、
大
木
「
復
」
'
内
木
「
後
」
。

z

S

3

S

　

由

5

K

　

邑

E

3

j

B

I

E

J

〔
テ
〕
①
　
低
レ
　
E
=
-
　
信
レ
　
手
　
(
川
)

チ
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
へ

舵
木
「
低
」
、
天
木
「
低
」
'
内
本
「
低
」
。



〔
シ
テ
〕
①
　
七
-
月
七
-
自nx
s

販
木
「
・
-
 
v
-
^
J
-
糊
」
'

ェ

殿
」
。

w
a
s

J
V
-
坐
-
殿
　
　
(
9
)

天
木
・
内
木
「
長
生
殿
」
へ
　
三
木
「
長
-
生

の

　

レ

T

・

_

〔
ハ
〕
①
　
後
-
宮
　
仕
-
比
　
三
千
人
　
(
間
)

眉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

閤

　

　

　

[

3

3

!

阪
本
「
任
-
鵬
」
へ
天
木
「
仕
-
地
」
'
内
木
「
仕
既
」
'
三
本
「
任
-

ヒ
L
r
冠
」
.

以
上
の
よ
う
に
、
京
木
・
阪
本
に
は
共
通
し
て
、
読
み
準
え
語
が
見
ら
れ
る

の
に
対
し
て
'
他
本
に
は
、
こ
れ
が
み
ら
れ
な
い
場
合
が
多
く
(
「
ソ
」
の
例

外
を
除
く
て
こ
の
点
か
ら
も
'
京
木
・
阪
本
の
共
通
性
と
'
そ
れ
ら
は
多
分
'

古
訓
は
に
誠
づ
-
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

㈱
　
京
本
・
阪
本
が
終
止
形
に
訓
読
し
て
い
る
の
に
'
他
本
は
中
止
形
に
訓

読
し
て
い
る
も
の
。

ク

　

　

シ

キ

て

　

ツ

キ

ナ

ソ

C
,
i
'
-
長
　
地
-
人
　
下
し
時
　
小
品

-

ツ

キ

ナ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ツ

タ

ル

ト

モ

　

　

　

　

　

　

ル

n

・

*

-

阪
本
「
軸
は
」
、
天
木
・
内
木
「
刊
思
」
'
三
木
「
出
　
」
。

こ
れ
は
、
例
外
的
に
'
京
本
・
阪
本
が
中
止
形
で
'
仙
本
が
終
止
形
で
あ
る
。

㈲
　
京
木
・
阪
本
の
訓
点
は
'
係
り
結
び
の
は
川
に
合
致
し
て
い
る
の
に
'

仙
木
は
そ
れ
に
反
す
る
も
の
。

r
L
′
ナ
カ
に
　
J
k
　
タ
メ
レ
,
　
か
　
モ
　
キ

①
　
就
-
小
　
泣
下
　
灘
鼓
多
　
(
-
)

モ

キ

　

　

　

　

　

シ

阪
木
「
最
-
多
」
へ
天
木
「
多
」
'
内
本
「
多
」
。

㈲
　
京
木
・
阪
本
と
他
本
と
で
、
和
訓
に
相
違
が
あ
る
も
の
o

ヲ
キ
ト
ヒ
・
.
・
　
カ
レ
ツ
キ
ヲ
n
シ
テ
　
て
　
　
　
ナ
カ
ラ

①
　
持
=
-
-
-
]
　
扶
-
起
　
鯛
　
無
レ
カ
　
(
_
)

-
M
5

'

モ

ト

ヒ

蝣

*
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・

蝣
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γ

阪
本
「
侍
・
見
」
へ
天
本
「
侍
妃
」
'
内
本
「
侍
妃
」
'
三
木
「
持
-

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

'

モ
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ヒ

ト
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妃
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シ

て
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ォ

.

　

テ

ヮ

E
E
E
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感
二
我
此
-
一
(
"
3
1
良
-
久
立
　
(
響

'

†

リ
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*

蝣

阪
本
r
立
」
'
天
本
「
立
」
'
内
本
「
立
」
Q

㌢
チ

右
の
大
木
「
立
　
」
の
「
シ
テ
」
は
読
め
な
い
訓
で
あ
る
が
'
抄
の
部
分
に

「
久
.
M
l
*
」
と
あ
っ
て
'
即
ち
「
久
(
し
く
)
シ
テ
」
と
訓
ん
で
い
る
か
ら
'
こ

"
　
u

の
「
シ
テ
」
は
「
久
」
字
に
送
る
べ
き
を
誤
っ
て
'
「
立
」
字
に
付
し
た
も
の
と

考
え
る
.
そ
う
す
る
と
'
「
立
」
は
中
止
形
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

サ
ウ
　
　
と
・
h
て
　
タ
　
▲
ラ
サ
メ
の

㊥
　
大
・
絃
　
晒
-
々
　
如
二
急
.
雨
一
(
E
)

ク

　

　

　

　

　

ケ

以
本
「
如
」
'
天
本
「
如
」
'
内
木
「
如
」
。

天
本
の
左
訓
「
ヲ
モ
イ
ヒ
ト
」
は
「
ヲ
モ
ト
ヒ
ト
」

ユ
ル
′
ウ
メ
ヒ
'
"
*
少
に
　
て
　
r
L
'
す
　
　
　
を

◎
　
縄
-
軟
　
性
　
舞
　
凝
T
l
蹄
-
竹
一
(
a
)

-

タ
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一

'
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ユ

ル

タ

梶
木
「
僅
」
'
天
本
「
燥
」
'
内
本
「
慢
」

白
u
 
F
!
　
㌫
　
I
T
M
I
T
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h
r
r
m
c
r
c
月
c
a
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蝣
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柚
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S
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」
=
レ
心

オ

サ

メ

テ

　

　

　

　

　

　

ヲ

サ

ヘ

チ

.
a
L
木
「
糾
　
」
、
天
本
・
内
木
「
州
　
」
。

の
誤
写
で
あ
る
。

s
E
E
?

、
三
本
「
慢
」

・
,
,
タ
シ
カ
ワ
シ
ク

100 -

こ
の
「
納
」
字
に
対
し
て
「
オ
サ
ム
」
　
「
オ
サ
フ
」
の
訓
は
'
須
東
名
義
抄

(
餌
別
院
木
)
　
に
も
登
録
さ
れ
て
い
な
い
.
所
が
'
続
国
訳
洪
文
大
成
木
(
荘

立
名
舶
訂
「
山
番
山
詩
集
」
を
低
木
と
す
る
)
や
明
膳
三
年
(
7
六
五
七
)
板

木
の
本
文
で
は
「
取
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
本
文
を
持
つ
古
写
本
も

存
在
し
て
い
て
'
そ
の
訓
の
「
オ
サ
ム
・
オ
サ
フ
」
が
本
文
の
相
違
に
も
か
か

わ
ら
ず
t
的
梨
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
寧
っ
。
名
義
抄
に
は
「
収
」
に
「
ヲ

サ
ム
」
の
訓
が
あ
る
。

7
ケ
て
　
　
に
　
・
・
ル
　
　
　
　
r
]
I
を

①
　
夜
探
　
忽
　
撃
歩
-
年
印



フ

t

テ

　

　

　

　

　

シ

*

　

　

　

　

'

.

-

阪
本
「
探
」
へ
天
本
「
探
」
'
内
木
「
探
」
。

京
木
・
阪
本
は
動
詞
「
フ
ク
」
に
訓
試
し
、
大
木
は
形
木
調
「
フ
カ
シ
」
に

訓
読
し
て
い
る
。

s

i

:

　

u

r

e

サ

a

ら

^

^

^

^

n

n

K

⑤
　
相
.
逢
　
何
-
必
~
白
　
　
棚
-
識
　
　
(
間
)

り

」

C

X

^

^

^

^

^

^

^

^

H

i

阪
本
「
自
　
」
'
天
本
「
曽
」
、
内
木
「
自
」
.

「
カ
ッ
テ
」
は
本
来
'
下
に
否
定
語
を
伴
っ
て
'
「
全
く
'
全
然
'
す
べ
て
」

な
ど
の
意
味
を
表
わ
す
も
の
で
あ
っ
た
の
が
'
平
安
後
期
あ
た
り
か
ら
'
「
以
前

に
'
さ
き
に
。
あ
る
と
き
」
な
ど
の
麓
味
を
派
生
し
た
ら
し
い
。
従
っ
て
'
こ

こ
で
「
カ
ッ
テ
」
と
訓
脱
せ
ず
'
「
ム
カ
シ
ヨ
リ
」
と
訓
読
す
る
京
本
・
阪
本
は

古
訓
法
に
従
っ
た
も
の
と
い
え
る
が
、
天
本
な
ど
は
平
父
後
期
以
後
の
新
し
い

訓
読
に
従
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
O

'
7
　
7
　
タ
ゥ
　
ナ
ッ
ト
&
v
　
ツ
　
ナ
.
t
C
と
　
十
,
与

◎
'
g
・
畔
　
閑
-
嚇
　
　
難
レ
篤
レ
　
聴
　
(
_
)

†

,

v

 

n

*

t

-

　

　

　

　

　

　

　

◆

'

n

・

*

-

ヲ

阪
本
「
聴
」
へ
天
本
「
聴
　
」
'
内
木
「
聴
　
」
。

「
キ
、
」
は
「
キ
ク
」
の
連
用
形
「
キ
、
」
の
転
性
名
詞
で
あ
ろ
う
。
天
木

・
内
本
の
「
キ
ク
コ
ト
ヲ
」
に
対
し
て
'
や
ゝ
討
異
な
訓
で
あ
る
が
、
京
木
・

阪
本
に
北
ハ
通
し
て
見
ら
れ
る
訓
で
あ
る
。

間
　
京
木
・
阪
本
は
訓
読
み
し
て
い
る
所
を
、
他
本
で
は
音
読
み
し
て
い
る

も
の
。

に

　

*

・

蝣

　

　

G

一

一

・

I

p

に

　

・

J

-

u

<

:

・

①
　
忽
聞
海
上
　
有
二
　
仙
-
山
　
(
S
)

s

r

a

B

せ

　

　

　

　

　

　

　

?

阪
本
「
悔
・
上
　
」
'
天
木
「
梅
・
上
」
へ
　
内
本
「
柘
-
上
」
、
三
木

戸

「
悔
-
上
」
。

の
ビ
ン
ツ
'
ナ
カ
バ
'
"
・
(
.
レ
て

%
　
z
¥
'
&
　
　
」
-
仙
　
(
間
一

ノ

ヒ

ツ

'

　

　

　

　

　

ヒ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

阪
本
「
.
t
で
賀
」
、
天
木
「
叩
"
繋
」
'
内
木
「
〓
額
」
'
三
木
「
S
3

・
,
ツ
ラ

&
J
三
条
西
山
4
本
は
訓
読
み
で
あ
っ
て
'
古
訓
を
伝
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

t
1
▼
t
l
,
・
.
*
・
'
マ
カ
y
て
に
γ
キ
/
＼
ヒ
′

⑨
低
レ
周
信
レ
手
続
・
々
押
(
_
)

ツ
キ
ー
く
-
ゾ
′
ト
シ
テ
.
・
グ
テ

阪
本
「
続
-
々
」
、
天
本
「
続
-
々
」
、
内
本
「
絞
々
」
。

ス
ム
こ
と
は
ナ
カ
ケ
レ
は
ホ
ン
に
ナ
セ
リ

F
3
)
は
.
近
二
.
'
c
i
-
汀
一
・
他
紙
-
S
(
間
)

K
-
i
n
ト
(
ハ
ー
ハ

阪
本
「
住
」
'
天
木
「
住
」
へ
内
本
「
住
」
.

セ
リ
チ
イ
ウ
ル
ヲ
ケ

阪
本
「
低
-
混
」
へ
天
本
「
低
撮
」
'
内
本
「
低
氾
」
o

「
低
-
熊
」
の
以
合
は
'
例
外
的
に
'
京
本
・
阪
本
が
音
読
み
で
、
天
木
が

訓
読
み
で
あ
る
が
'
そ
れ
に
し
て
も
'
天
木
の
返
り
点
と
付
訓
と
で
は
'
試
み

下
し
が
不
可
能
で
あ
る
。

S

3

礼

　

　

S

ォ

^

E

ォ

3

　

　

　

田

の
　
天
-
旋
　
地
-
何
　
回
二
龍
-
堅
　
(
t
)

-
シ
ー
.
r
　
　
　
　
　
　
　
　
一
,
ラ
-
-
.
I
I
▼

阪
本
「
輯
　
」
、
天
本
「
棒
　
」
'
内
木
「
特
」

ノ

　

ナ

三
本
「
稗
」
。

ー401

こ
の
例
の
よ
う
な
例
外
も
柿
に
は
あ
る
が
、
総
体
的
に
い
っ
て
'
京
本
・
阿

木
で
訓
試
み
の
も
の
が
、
他
木
で
は
多
く
音
読
み
に
な
っ
て
い
て
、
茄
木
・

阪
本
の
古
訓
性
を
表
わ
し
て
い
る
。

潮
　
茄
木
・
阪
本
と
仙
木
と
で
は
、
宇
許
の
音
形
が
相
違
す
る
り
(
=
。

の

シ

ヤ

ク

ヤ

ク

シ

て

シ

①
　
苅
中
綿
-
約
　
多
二
仙
-
子
t
　
(
間
)

カ
r
L
プ
チ

ぢ
E
a
a
X
g
M
以

阪
本
「
締
-
約
　
」
へ
天
木
「
姉
-
約
　
」
'
内
本
「
締
約
」
'
三
本

n
　
詛
-
′
　
▼
′
ト
　
シ
'

「
締
　
約
　
」
。

シ
ヤ
ク

現
行
の
班
和
郎
典
に
は
'
班
呉
茄
と
も
に
、
「
締
」
と
あ
っ
て
、
「
ク
ク
」
や

「
ニ
ヤ
ク
」
の
音
形
は
見
ら
れ
な
い
o
「
タ
ク
」
は
労
か
ら
の
所
謂
百
姓
読
み

で
'
「
ニ
ヤ
ク
」
は
「
シ
」
と
「
ニ
」
と
の
仮
名
字
休
耕
似
に
よ
る
誤
写
と
い



う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
Q
京
木
・
肘
木
は
共
に
正
し
く
'
「
シ
ヤ
ク
」
と
あ
る
。

所
で
、
「
紛
約
」
の
意
味
は
、
「
ゆ
っ
た
り
と
し
て
し
と
や
か
な
さ
ま
。
」
(
学
研
漢

和
大
字
仙
ハ
)
　
と
あ
る
か
ら
、
状
態
を
表
わ
す
語
で
'
天
水
や
三
木
の
よ
う
に
'

形
容
刑
　
と
し
て
訓
読
す
る
の
が
l
j
し
い
と
思
わ
れ
る
が
'
京
木
・
折
本
は
共

に
'
動
詞
と
し
て
訓
読
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
シ
ヤ
ク
ヤ
ク
　
(
ト
)
　
シ
テ
」

と
「
ト
」
を
脱
し
た
も
の
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
訓
点
の
形
の
上
か
ら
は

「
ト
」
を
入
れ
る
ス
ペ
ー
ス
は
な
-
、
迂
統
し
て
い
る
.
す
る
と
、
こ
の
ま
ま

動
湖
と
し
て
訓
読
し
た
と
認
め
る
べ
き
か
と
も
恩
わ
ゴ
l
る
。

カ
ソ
　
ク
ワ
ソ
タ
ル
　
　
カ
タ
ラ
ビ
は
　
の
　
モ
・
L
・
に
　
ナ
ノ
ラ
カ
ナ
リ

e
　
間
-
凹
　
　
常
-
語
　
　
花
　
拭
　
滑
　
　
(
塑

カ
ソ
　
タ
ワ
ン
ク
ル
　
　
　
　
　
　
ケ
ソ
　
ク
ワ
ン
タ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ル

配
本
「
問
・
凹
　
」
へ
天
木
「
問
・
閃
　
」
、
内
木
「
m
m
」
。

「
間
」
字
は
'
洪
音
「
カ
ン
」
、
呉
音
「
ケ
ン
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、
京
本

・
配
本
は
洪
音
読
み
に
従
い
'
天
木
は
呉
音
読
み
に
従
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

「
間
旧
」
と
は
'
こ
こ
で
は
「
の
ど
か
に
さ
え
ず
る
鳥
の
声
の
形
容
」
　
(
学
研

洪
和
犬
L
i
,
山
(
)
　
で
あ
る
。

1
　
-
す
　
　
　
　
　
　
　
テ
ィ
　
　
ノ
　
か
ウ
に

①
　
名
　
屈
二
教
-
坊
　
第
⊥
　
部
I
　
(
s
)

'

イ

ホ

ウ

l

一

　

　

　

　

　

プ

　

　

　

　

　

　

　

ー

ー

以
本
「
第
・
部
」
'
天
本
「
第
・
部
」
'
内
木
「
第
・
部
」
。

「
節
」
は
'
投
書
「
テ
ィ
」
、
ォ
音
「
グ
イ
」
.
「
部
」
は
'
洪
音
「
ホ
ウ
・

ホ
」
'
呉
音
「
プ
」
。
従
っ
て
、
京
木
・
梶
木
は
純
音
で
共
通
し
'
こ
れ
に
対

し
て
'
大
木
は
呉
音
読
み
で
あ
る
。

'
-
ウ
ト
　
て
　
　
ヒ
　
イ
ク
サ
に
　
ア
ツ
　
　
は
　
　
ヌ

6
　
蝣
?
-
た
　
・
f
.
U
.
叩
　
　
日
　
　
　
　
　
間
)

7
ア

阪
本
「
阿
」
'
天
本
・
内
本
「
阿
」
.

「
阿
」
は
撰
者
・
&
音
と
も
に
「
ア
」
で
、
「
ア
ツ
」
の
音
形
は
見
ら
れ
な

い
。
こ
の
特
殊
な
音
形
が
京
木
・
阪
本
に
共
単
す
る
の
で
あ
る
。
「
阿
城
」
は
'

「
お
ば
(
雑
の
姉
妹
)
を
親
し
ん
で
い
う
こ
と
ば
」
一
学
研
大
辞
典
一
で
あ
る
。

「
阿
」
は
「
親
し
み
の
気
持
ち
を
あ
ら
わ
し
て
'
人
を
呼
ぶ
こ
と
ば
に
つ
く
接

頭
耐
」
　
(
同
大
字
用
(
)
　
で
あ
る
。

r

a

　

　

　

山

F

i

Z

　

己

E

3

3

3

^

E

^

^

^

^

H

5

^

E

3

山

も

⑤
　
前
-
月
　
浮
-
染
　
只
レ
茶
　
去
　
(
S
)

7

ウ

　

　

　

　

　

7

阪
木
「
浮
」
へ
天
木
「
浮
」
、
内
木
「
浮
」
。

「
浮
」
は
呉
音
「
プ
」
'
洪
音
「
フ
ウ
」
'
慣
用
音
「
フ
」
で
あ
る
。
従
っ

て
'
京
木
・
既
本
は
洪
音
に
従
い
'
天
木
は
餌
川
音
に
従
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
「
浮
班
」
は
地
名
で
あ
る
.

'
ウ
　
ア
　
　
オ
ク
　
テ
ッ
ト
・
}
て
　
　
シ

@
　
畷
-
:
-
r
　
咽
-
噺
　
　
難
レ
　
篤
レ

ナ
ツ
ー
・
ン
f
r
-
　
　
　
　
　
　
　
*
_
ツ
ト
ン
*
.
　
　
　
　
　
　
%
ツ

1
-
T
木
「
噺
　
」
'
天
木
「
噺
　
」
'
内
本
「
嚇:i:

「
噺
」
は
洪
音
「
ク
ツ
」
'
呉
音
「
テ
チ
」
。
従
っ
て
'
天
本
は
洪
音
に
一

.
~
'
・
:
・
ト
　
　
　
　
　
　
∵
　
　
り
　
∴
'
l
'
-
.
I
二
」
蝣
*
し
山
1
*
"
-
ヰ
な

音
形
で
あ
る
Q
そ
し
て
、
こ
の
特
殊
な
音
形
で
、
両
者
は
共
通
し
て
い
る
の
で

・

*

サ

・

.

∵

　

n

サ

>

あ
る
。
「
朋
噺
・
哨
噺
」
は
「
鳥
の
さ
え
ず
る
声
を
あ
ら
わ
す
擬
声
語
。
ぴ

い
ち
-
o
」
　
(
学
研
渋
御
大
字
1
1
1
1
ハ
)
　
で
あ
る
。

以
上
'
京
木
・
阪
本
は
'
大
凡
、
洪
音
で
あ
る
か
'
さ
も
な
く
ば
'
洪
音
t

E
.
7
冨
で
も
な
い
特
殊
な
音
形
で
あ
っ
て
'
そ
の
点
で
も
両
者
の
訓
点
は
T
敢
L
t

他
木
と
対
i
>
:
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
t
 
m
か
ら
胤
ま
で
の
分
布
、
不
例
と
そ
の
説
明
と
に
よ
っ
て
へ
以
下
の

よ
う
な
二
つ
の
点
が
明
ら
か
に
な
る
。

I
)
京
木
・
阪
本
の
訓
点
は
・
仙
木
の
そ
れ
に
比
べ
て
,
非
常
に
1
致
度
が

i
=
=
-
'
恐
ら
く
同
源
又
は
同
1
系
統
の
訓
と
考
え
ら
れ
る
。

刑
京
木
・
阪
本
の
訓
点
は
,
他
本
の
そ
れ
に
比
べ
て
,
訓
読
方
法
や
訓
の

・102



語
形
な
ど
が
、
よ
り
古
い
訓
法
に
1
敢
す
る
り
合
が
多
く
見
ら
れ
る
.
そ
れ
は
'

仙
本
が
祁
僧
な
ど
の
t
よ
り
後
代
的
な
訓
法
に
依
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
に

対
し
て
'
京
本
・
阪
本
の
方
は
'
博
士
家
訓
例
え
ば
群
山
家
訓
な
ど
を
土
台
に

し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

次
に
'
脚
の
問
題
点
を
考
え
て
み
た
い
。
㈹
の
間
越
の
考
察
に
よ
っ
て
'
京

本
と
1
朋
木
と
の
訓
点
の
漸
同
性
は
'
大
作
へ
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
ゝ
思
う
。

所
が
、
l
方
'
子
細
に
み
る
と
、
京
本
と
阪
本
と
で
'
訓
点
の
柵
述
す
る
も
の

が
見
ら
れ
る
。

そ
こ
で
次
に
は
'
こ
の
訓
占
石
村
述
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
節
尖
の
指

摘
と
'
そ
れ
が
意
味
す
る
所
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
点
を
考
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
京
木
・
阪
木
の
訓
点
の
夫
々
の
特
色
が
、
よ
り
明
ら
か
に
な
る
と
思
う

で
^
蝣
蝣
:
>
*

京
木
と
舵
本
と
の
訓
点
の
机
辺
に
は
'
次
の
三
つ
の
均
分
が
あ
る
.
即
ち
'

川
　
貢
木
・
阪
本
と
も
に
訓
点
は
7
致
す
る
が
t
 
T
方
の
訓
点
は
完
全
な
語

形
を
指
つ
'
所
刑
「
完
全
訓
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
'
他
方
の
訓
点
は
'

所
部
、
中
部
又
は
末
部
を
省
略
し
た
、
不
完
全
な
'
所
刑
「
部
分
訓
」
で

あ
る
と
い
う
現
合
。

物
　
京
木
・
阪
本
の
'
い
ず
れ
か
7
方
に
訓
点
が
存
す
る
の
に
対
し
て
'
他

方
に
は
'
そ
れ
に
対
応
す
る
訓
点
が
見
ら
れ
な
い
場
合
。

仰
　
山
山
本
と
阪
本
と
の
訓
点
で
'
柑
耳
に
速
い
の
見
ら
れ
る
場
合
.

さ
て
t
 
m
の
場
合
に
つ
い
て
'
ま
ず
'
京
木
が
「
.
・
・
蝣
J
仝
訓
」
で
、
阪
本
が

「
部
分
訓
」
の
場
介
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
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述
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れ
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一

(
2
)S

)

(
1
4
例
)

ノ

阪
本
「
蝦
-
慕
-
腔
」

/

　

′

阪
本
「
縛
-
似
江
」ノ

C
2
.
木
「
間
-
那
-
灼
」

ノ

阪
本
「
太
1
枚
」

板
木
「
那
-
日
」

「
色
」
に
対
す
る
訓
「
イ
ロ
」

い
1
*
3

ソ
n
バ
ク
の
　
r
]
-
ち

6
.
佃
…
-
限
　
叫

「
叫
」
に
対
す
る
訓
「
コ
ト
」

い
,
-
,
3

㈲
　
阪
木
の
声
点
　
(
荷
声
点
一
が
'

①
　
牛
勉
　
企
-
維

一

　

　

:

.

;

?

　

i

　

　

」

が
な
い
か
わ
り
に
訓
読
符
号
を
付
し
て

一
7

(
川
)
　
阪
本
「
事
」

が
な
い
か
わ
り
に
訓
読
符
号
を
付
し
て

京
木
に
な
い
も
の
　
(
3
例
一

(
_
)
　
阪
本
「
翠
-
勉
」

(
以
本
の
「
勉
」

r

 

r

、

㊥
　
峨
蝿
山
下

(
'
^
木
の
「
m
」

に
濁
平
声
点
あ
り
)

ー

′

ー

ノ

　

ノ

一
間
)
　
阪
本
「
峨
-
帰
山
」

に
濁
平
声
点
あ
り
)

S Q2E

ツ
て

I.]　:・ ・.:・..+・, J・=・・:

(
-
)
　
阪
本
「
門
・
前
」

京
本
に
は
見
ら
れ
な
い
し
'
且
つ
実
際
に
、

そ
の
よ
う
に
訓
2
*
s
>
も
さ
れ
な
か
っ
た
訓

△▲
f
.
:
.
e
サ
i
.
ん
l
,
'
り
′

H
t
J
i
e
-

C
=
-
?
-
^
(
-
)

脚
阪
本
の
訓
合
符
が
京
木
に
な
い
も
の

(
1
例
一

拍
K
ォ
W
こ
a
x
j
も

は

　

と

、

!

ノ

ー}
)

の
　
春
従
二
春
遊
I

T
,
レ
ナ
ヅ
　
　
の
　
　
こ
と

㊥
　
少
二
　
人
行
T

E
X
^
K
a
S
B
s

・
:
-
c
色
　
浦

C

　

　

　

　

シ

ャ

ヽ

　

ヤ

′

・

>

v

^

(
川
　
I
J
中
　
ォ
」
-
V
^

(
3
)

(S)
(
3
)

(

・

=

阪
本
「
相
-
読

(
1
3
例
)

ノ
　
l
【

阪
本
「
春
.
遊
」

ノ
　
　
n
 
J
・

「人∴..;」

^
K
H
 
i
J

阪
本
「
ロ
ー
色
」

′
　
l
t

阪
本
「
北
-
巾
」

(
阪
本
の
「
前
」
に
濁
平
声
点
あ
り
)

次
に
'
矧
の
場
合
、
即
ち
'
京
木
と
l
a
E
木
と
の
訓
点
で
'
相
互
に
違
い
の
見

ら
れ
る
楊
<
3
に
つ
い
て
調
べ
る
。
こ
れ
に
は
'
次
の
よ
う
に
、
叫
か
ら
脚
の
場

人
=
が
ー
C
:
^
3

㈱
　
仮
銘
追
い
に
棚
違
あ
る
も
の

○

〔
フ
　
ー
　
ウ
〕

盟
　
a
i
ニ
M
W
'
J
M
M
i
m
拓
で

'
-
"
,
邦
-
S
3
　
g
-
f
i

3

9

X

3

3

均

す

(
t
)
　
阪
本
「
冷
　
　
　
」

京
木
は
り
吉
城
を
'
ウ
衷
記
し
て
い
る
の
に
'
阪
本
は
フ
表
記
で
あ
る
。

0

〔
フ
　
ー
ユ
〕



・

巾

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

!

・

=

)

'

-

-

蝣

'

-

'

:

°

京
本
の
仮
名
遣
い
が
正
し
い
。
阪
本
は
「
タ
ウ
[
t
a
u
]
」
と
発
音
し
た

も
の
の
フ
表
記
か
と
思
う
。

0

〔
ワ
　
ー
　
ハ
〕

刊

-

'

.

(

.

-

　

　

'

　

　

　

　

　

)

京
本
の
仮
名
遣
い
が
正
し
い
。
阪
本
の
「
ワ
シ
ル
」
は
慈
思
伝
七
承
徳

点
に
も
例
が
あ
る
と
い
う
一
新
潮
国
語
科
-
=
ハ
)
0

0

〔
イ
　
-
　
ヒ
〕

何

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

蝣

蝣

蝣

-

'

!

z

>

-

京
本
の
仮
名
通
い
が
正
し
い
。

0

〔
へ
　
-
　
ヒ
〕

心
　
中
‥
・
J
"
-
 
-
-
　
　
け
　
　
∴
:
.
1

「
チ
カ
フ
」
は
ハ
行
四
段
清
川
だ
か
ら
'
そ
の
転
性
名
詞
は
'
「
チ
カ

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

ヒ
」
の
は
ず
で
あ
る
。
「
チ
カ
へ
」
は
そ
の
昔
変
化
形
か
.

以
上
は
'
京
木
の
仮
名
近
い
が
正
し
い
場
合
で
あ
る
が
、
次
に
は
、
こ
れ
と

逆
に
'
阪
本
の
仮
名
通
い
が
正
し
い
場
合
を
記
す
。

o
〔
ヒ
　
ー
　
イ
〕

T

]

r

イ

　

　

)

・

ハ

　

　

]

・

　

　

　

0

-

1

*

-

A

e
)
　
今
-
校
閲
t
3
比
-
 
'
a
譜
　
<
r
.
i

r
]
　
R
.
J

阪
本
「
今
1
枚
」

○
〔
オ
　
ー
　
ヲ
〕

T

r

　

キ

ト

ヒ

ト

　

ヽ

　

　

ソ

*

蝣

*

・

　

n

一

†

①
　
侍
目
先
　
扶
-
過

E
M
I
*
3

5
サ
a
s
a
S
 
g
q

%

　

4

5

　

革

　

q

.

こ
れ
も
、
阪
本
が
止
し
-
、

;
:
e
k
x
2

2
)
　
　
ホ
「
担
　
」

*
#
.
%

(
間
)
　
-
*
木
「
止
　
」

京
木
が
誤
り
。
仙
し
'
定
家
仮
名
追
い
に

°

従
う
と
'
　
木
の
「
ヲ
モ
シ
」
と
な
る
。

一
　
　
㌦
i
r
、
.
.
¥
,
¥
　
ふ
】
　
・
!
・
'
-
.
.
-
.
.
 
'
I

t
:
,
:
'
-
.
 
"
^
~
"
-
*
糾
　
　
:
i
.
v
*
.
 
-
'
圭
-
1
-
1
1
　
/

う
と
t
 
j
山
木
「
ヲ
シ
て
」
に
な
る
。

r
.
a
>
　
　
　
m
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
>
"
リ

④
　
主
-
人
　
下
レ
瑞
　
　
　
　
(
塑
　
阪
本
「
下
」

°

こ
れ
も
阪
本
が
正
し
い
。
定
家
仮
名
追
い
で
も
阪
本
「
オ
-
」
が
正
し

い
。

以
上
,
仮
名
追
い
に
つ
い
て
は
'
契
沖
仮
名
追
い
に
つ
い
て
も
'
定
家
仮
名

通
い
に
つ
い
て
も
、
京
木
・
脱
本
と
も
に
誤
り
が
埋
ら
れ
三
方
だ
け
が
正
し

い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

心
-
.
-
<
-
・
蝣
"
.
 
'
(
-
・
い
・
・
;
二
∵

"

"

"

-

J

V

-

 

'

・

　

　

　

　

　

　

　

1

*

-

」

築
島
氏
の
「
平
安
時
代
の
洪
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
」
に
よ
る
と
、
「
ア

°

ハ
レ
ブ
」
は
和
文
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
少
-
'
洪
文
訓
読
系
の
語
で
あ
る
ら

°

し
い
。
す
る
と
'
京
木
は
訓
読
語
「
ア
ハ
レ
プ
」
を
、
阪
本
は
和
文
語
「
ア
ハ

°

レ
ム
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

-
.
・
圭
　
　
>
蝣
-
)
　
里
-
I
-
演

「
ヒ
メ
モ
ス
」
は
「
ヒ
ネ
モ
ス
」
の
「
ネ
」
の
後
続
子
音
m
へ
の
逆
行
同
化

t
l
空

現
象
に
よ
る
転
音
形
と
み
ら
れ
る
か
ら
へ
後
山
の
形
で
あ
る
。
新
潮
国
語
群
山
ハ

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

に
よ
る
と
,
「
ヒ
ネ
モ
ス
」
の
例
は
'
万
斐
柴
に
見
ら
れ
へ
　
「
ヒ
メ
モ
ス
」
の

例
は
,
自
氏
文
災
凹
嘉
机
二
二
三
五
-
三
八
)
点
に
例
が
あ
る
。
従
っ
て
'

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

京
本
の
「
ヒ
ネ
モ
ス
」
は
'
阪
本
の
「
ヒ
メ
モ
ス
」
よ
り
山
い
形
を
示
し
て
い

る
こ
と
に
な
蝣
t
"
t

・107



脚
誤
写
に
よ
る
相
達

し
C
B
a
B
班
朋
甲
r
e
T
g
S

e
的
-
咽
泉
統
(
B
)
阪
本
「
咽
」

°
°
「
咽
」
は
呉
音
「
エ
チ
」
、
沃
音
「
エ
ツ
」
で
あ
っ
て
'
「
エ
フ
」
の
音
は
な

°
°
い
。
恐
ら
く
、
阪
本
は
「
エ
ツ
」
の
「
ツ
」
を
字
体
類
似
に
よ
っ
て
、
「
エ
フ
」

と
引
写
し
た
も
の
か
と
思
う
。

仙
活
用
形
の
相
逮

眉
K
C
U
U
旧
e
s
s
世
祖

・
い
1
-
-
蝣
)

京
木
が
形
容
詞
「
ナ
シ
」
の
命
令
形
に
訓
読
し
て
い
る
の
に
対
し
て
'
阪
本

°は
終
止
形
に
訓
読
し
て
い
る
。
仙
本
す
べ
て
「
ナ
カ
レ
」
と
訓
読
し
て
い
る
の

に
、
阪
本
だ
け
が
特
殊
で
あ
る
。
或
い
は
へ
字
体
類
似
に
よ
っ
て
'
「
レ
」
を

「
シ
」
に
誤
写
し
た
も
の
か
と
も
老
え
ら
れ
る
が
'
7
応
へ
こ
の
ま
ゝ
「
シ
」

と
訓
ん
で
お
く
。

脚
語
種
の
相
違
に
よ
る
も
の

て
L
C
1
T
り
*
蝣
・
.
f
-
ナ
フ
ケ
'
リ

・
①
取
レ
酒
還
獅
憤
(
間
)
阪
本
「
候
」

京
本
は
、
完
了
助
動
詞
「
リ
」
が
つ
い
た
も
の
と
す
る
と
'
「
リ
」
は
四
段
動

詞
命
令
形
・
サ
変
動
詞
未
然
形
に
つ
-
の
を
原
則
と
し
て
い
る
か
ら
'
「
憤
ク
」

一
下
二
段
活
用
他
動
詞
)
に
つ
く
の
は
不
審
で
あ
る
。
し
か
し
、
平
安
末
期
以

降
に
は
、
他
に
も
例
が
あ
る
よ
う
で
'
例
え
ば
t

3
3
3
川
曲

O
大
臣
・
公
卿
及
ビ
百
官
、
皆
、
様
々
二
仕
へ
刑
。
~
(
今
昔
「
二
)

0
1
楼
の
明
月
に
雨
は
じ
め
て
晴
れ
桝
(
謡
曲
・
羽
衣
)
(
杉
崎
1
雄
「
国

語
法
概
説
」
Ⅲ
ペ
)

の
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
木
例
も
'
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
見
る
か
、
又
は
へ

「
憤
ク
」
(
四
段
活
用
自
動
湖
)
の
己
然
形
に
つ
い
た
も
の
と
み
る
か
の
い
ず

れ
か
で
あ
る
。
文
意
か
ら
す
る
と
'
前
者
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
3
　
こ
れ

に
対
し
て
'
阪
本
は
完
了
助
動
詞
「
ク
リ
」
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ア

サ

マ

〈

　

T

I

フ

マ

〈

ノ

　

コ

,

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア

サ

ナ

〈

T

I

フ

ナ

〈

◎
　
聖
-
主
　
胡
-
々
　
蕃
-
々
　
　
惜
　
(
ァ
)
　
供
水
「
胡
々
　
粛
々
」

テ
ウ
!
＼
　
　
ホ
,
′

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

草
本
の
「
ア
サ
マ
」
は
「
朝
問
　
(
夜
あ
け
'
早
朝
へ
制
の
間
)
」
、
「
ユ
フ
マ
」

°

は
「
夕
問
(
夕
方
へ
夕
幕
の
問
)
L
l
の
意
で
あ
る
。
阪
本
の
「
ア
サ
ナ
」
「
ユ
ウ

°ナ
」
の
「
ナ
」
は
接
は
語
で
、
毎
朝
、
毎
夕
の
意
で
あ
る
3
文
意
か
ら
は
'
阪

本
の
方
が
適
当
な
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
一
概
に
は
い
え
な
い
。
ち
な
み
に
'

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

天
本
「
ア
サ
ナ
-
」
」
内
木
「
ア
サ
マ
-
」
で
あ
る
3
な
お
'
駄
本
「
ア

サ
ナ
」
「
ユ
フ
ナ
」
の
「
ナ
」
は
「
 
'
h
t
」
と
も
と
れ
な
く
は
な
い
字
体
で
あ

°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°

(

　

°

　

　

　

　

　

　

°

っ
て
'
そ
れ
な
ら
ば
'
京
本
同
様
に
'
「
ア
サ
マ
」
　
「
ユ
フ
マ
」
と
な
る
の
で
あ

」るC.
以
上
'
仙
惚
矧
の
現
合
の
用
例
数
に
従
っ
て
'
度
数
表
を
作
る
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
3

408

小



小

ヽ′

合

右
の
表
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
'
次
の
よ
う
な
点
で
あ
る
。

仙
完
全
訓
と
部
分
訓
の
項
で
は
'
阪
本
の
方
に
は
'
完
全
訓
の
糾
所
部
省
附
、

脚
中
部
省
略
が
多
く
、
1
方
'
京
本
に
は
'
完
全
訓
の
脚
末
部
省
略
が
多
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
へ
そ
の
末
部
と
は
、
「
テ
・
ニ
・
ハ
・
ノ
・
ガ
・
ヲ

・
コ
-
・
コ
レ
」
な
ど
'
殆
ど
全
て
'
京
本
の
ヲ
コ
ト
点
で
表
わ
さ
れ
る
助
詞

な
ど
で
あ
っ
て
t
も
L
t
京
本
に
ヲ
コ
ト
点
付
き
の
親
木
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、

そ
の
ヲ
コ
-
点
を
'
移
点
す
る
に
当
っ
て
書
き
漏
ら
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
'
i
i
の
1
方
に
だ
け
訓
点
の
見
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
へ
京
木
に
多

い
の
は
'
桝
の
自
立
語
'
糊
音
読
符
、
仙
1
方
だ
け
の
語
で
あ
り
'
一
方
、
阪

本
に
多
い
の
は
'
㈲
帥
助
詞
へ
脚
音
合
符
へ
㈲
訓
合
符
t
 
t
の
訓
読
符
'
㈱
声
点

で
あ
一
"
~
4
-

京
本
に
'
細
川
自
立
語
が
多
い
の
は
、
川
の
糾
肘
の
所
郡
・
中
部
の
完
全
訓

が
多
い
こ
と
ゝ
按
を
1
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
'
1
方
、
阪
本
に
㈱
桝

・1 09



「
助
詞
」
が
多
い
の
は
、
山
の
脚
の
訓
の
末
部
が
多
い
こ
と
ゝ
投
を
1
に
し
て

雁
E
3
&こ
れ
を
ま
と
め
て
い
え
ば
、
京
本
は
、
本
文
文
字
に
対
す
る
「
振
り
仮
名
部

分
」
に
優
勢
で
あ
り
'
阪
本
は
'
本
文
文
字
に
対
す
る
「
送
り
仮
名
部
分
」
に

傑
勢
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

所
が
'
伽
「
音
読
符
」
が
京
本
に
多
い
の
に
対
し
て
'
同
1
性
質
の
の
「
訓

読
符
」
は
、
逆
に
阪
本
に
多
い
.
従
っ
て
'
こ
の
切
~
㈹
か
ら
は
特
級
ら
し
き
も

c
v
'
-
蝣
-
:
・
:
'
.
 
-
>
∵
二
　
　
　
　
　
　
∵
"
V
'
-
-
 
'
・
-
n
t
　
や
叫
　
汀
へ
　
聖
一

が
'
阪
本
に
多
い
こ
と
は
、
京
本
の
訓
の
「
振
り
仮
名
部
分
」
を
'
阪
本
が
省

略
し
た
結
果
'
そ
の
代
餌
と
し
て
音
読
す
る
か
'
訓
読
す
る
か
を
符
号
に
よ
っ

て
表
わ
し
た
場
合
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
矧
の
相
互
に
訓
点
が
異
な
る
場
合
に
つ
い
て
は
'
㈲
「
仮
名
遇
い
」

は
'
京
本
が
正
し
く
'
阪
本
が
誤
っ
て
い
る
も
の
は
五
例
'
反
対
に
、
阪
本
が

正
し
く
'
京
本
が
誤
っ
て
い
る
も
の
は
二
例
で
あ
っ
て
'
阪
本
の
方
が
t
や
ゝ

°

乱
れ
が
多
い
O
　
伽
「
音
変
化
」
の
京
木
の
「
ヒ
ネ
モ
ス
」
の
訓
は
'
阪
本
の

°

「
ヒ
メ
モ
ス
」
よ
り
古
形
で
あ
り
'
脚
「
誤
写
」
も
'
用
例
の
よ
う
に
'
阪
本

に
見
ら
れ
へ
又
、
他
は
一
応
'
「
活
用
形
」
の
違
い
に
分
類
し
て
み
た
け
れ
ど

も
'
文
意
か
ら
す
る
と
、
京
本
Z
j
よ
う
に
、
「
災
レ
」
と
訓
読
す
る
方
が
よ
い
0

°

　

　

　

　

　

　

　

°

阪
本
の
「
莫
シ
」
は
「
災
レ
」
の
誤
写
と
も
み
ら
れ
て
'
脚
の
「
誤
写
」
に
属

す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、
a
か
ら
矧
の
似
合
の
京
本
と
阪
本
の
訓
点
の
種
々
な
相
違
点
を
比
較

す
る
と
'
阪
本
の
訓
点
が
直
接
へ
京
本
か
ら
出
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い

と
思
う
け
れ
ど
も
t
も
L
t
仮
り
に
、
京
本
と
阪
本
の
共
迫
の
親
木
　
(
T
¥
-
脱
家

の
ヲ
コ
ト
点
付
訓
点
本
な
ど
)
　
を
想
定
す
る
こ
と
が
山
来
る
と
す
る
な
ら
ば
'

京
本
の
訓
点
の
方
が
'
親
木
の
原
形
を
、
よ
り
多
く
伝
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
3三

'

お

わ

リ

に

以
上
'
二
t
の
京
都
大
学
図
譜
館
蔵
の
訓
点
に
つ
い
て
の
間
道
点
の
項
に
お

い
て
'
3
東
本
と
阪
本
と
の
訓
点
が
'
仙
本
の
そ
れ
に
比
べ
て
t
よ
り
類
同
性

の
高
い
こ
と
を
述
べ
'
史
に
'
㈲
京
木
と
阪
本
と
の
訓
点
の
柚
述
す
る
部
分
に

つ
い
て
は
'
正
木
の
訓
点
の
方
が
'
古
-
、
且
つ
正
し
い
形
を
持
つ
場
合
が
多

い
こ
と
か
ら
'
も
し
、
京
本
と
阪
本
と
の
共
通
の
親
木
を
思
・
:
4
す
る
こ
と
が
山

蝣
蝣
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:
・
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・
;
?
∴
・
ば
'
∴
　
　
り
　
　
　
ト
[
・
・
∴
　
　
　
∴

反
映
す
る
こ
と
が
多
か
ろ
う
と
推
定
し
た
。
し
か
し
へ
こ
の
推
定
を
、
よ
り
確

実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
'
更
に
へ
そ
の
京
本
と
阪
本
と
の
共
通
の
親
木
と

思
わ
れ
る
も
の
を
見
出
し
て
'
そ
の
訓
点
と
こ
の
　
木
の
訓
点
と
を
相
互
に
比

較
検
討
し
て
み
る
こ
と
が
必
出
で
あ
る
。
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